
（別紙３）

～ 令和７年　３月　３１日

（対象者数） 17 （回答者数） 15

～ 令和７年　３月　３１日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

日々の活動プログラムの中に 地域貢献となる活動

（地域のごみ拾い）地域に方々にもっと知っても

らえるような活動を取り入れて行きたいと考えて

います。

2

新しい職員への意識付けや情報共有の更なる徹底

をして行きたい。対応を悩んでいる職員に対して

の助言・アドバイスをするだけでなく、実際に起

こった時のその場での対応を大切にして行きた

い。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

お手紙やオフィシャルラインを使いしっかりとア

ピールして行きたい。参加してもらうだけでなく

話し合いの時間作りが必要だったのかもしれな

い。子供を含めての時間のとり方など検討した

い。

2

家族支援を行うか、行う場合は個別に対応やペア

レントトレーニングなどやり方を検討して行きた

い。研修参加を含め、基盤を固めて行きたい。

3

○事業所名 ゆうゆう俱楽部デイサービス

○保護者評価実施期間
令和６年　１０月　１日

○保護者評価有効回答数

令和６年　１０月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年　４月　１５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

父母の会などの交流の機会

年に一回開催しているが「父母の会」としての認識

が薄いように感じた。参加してくれている家族から

も賛同を得られなかった。

家族に対する家族支援に関して
今現在での家族支援は行っていないが、アンケート

で希望している家族があった。

活動プログラムがマンネリ化しないこと

職員だけではなく、ゆうゆう俱楽部全体（子供達と

も）で色々な活動が出来るような仕組みを考えてい

る。特に子供達がしたいこと、やってみたいことを

発表してもらったり聞き取りしたり、その中で出来

る範囲で叶えていけるようにしている。

業務改善（PDCA）や職員会議（業務に関わる意見

交換・ヒヤリハットなど）・チームとして全体で支

援に対し共通理解・認識の元で業務に努めているこ

と

月一回の会議には職員全員で参加し、ヒヤリハット

を含め子供一人一人の精神状態などを話し合い共有

するようにしている。学校・保護者からの情報はラ

インを使いすぐに共有出来るようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


